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骸
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の

性
状
に

及
ぼ

す
加
熱

率
の

影
響
に
就
て

　
　
　
　

　

ー
（

本
報
告
は

燃
料
研

究
所
長
の

發
表
許
可

を
得
た

る

も

の

な
り

）

ー

新

　

村

唯

　

治

　

【

裏
旨
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石

炭
乾
餾
に

當
り

其
加

熱

牽
に

就
て

は

從
來

多
く

省
ら

れ

ざ

り

し
も

石

炭
加

熱

傘
の

差
異
は

乾
餾
結

果
に

著
し

き
影
響
葎

與

ふ

る

も
の

に

し

て

殊
に

骸
炭
の

性

　

　
　
　
　
駿

に

於
て

然
り

，

著
者

は

骸

炭

性
肌
に

及
ぼ

す

加
熱

率
の

影

響
な

知
ら
ん

が

鴆
め

強
賜
粘

結
炭
數

種
に

就
き
一

分
に

付
一

度
，

五

度

及
】
○

度
の

加

熱

率
の

下

　

　
　
　
　
に

乾
餾
試

驗
な
行
ひ

☆

る

結
果

を

逋
べ

加
熱

奉
の

差
に

依
り

骸
炭
性

腴
の

異
る

原
因
を

考

察
ぜ

ん

と

す

　

　
　
　
　
　
　

　
　

緒

　
　
　

言

　
石
炭
乾
餾
に

當
り
從
來
そ
の

加
熱
牽
帥
ち
石
炭
の

加
熱
さ

る

」

速
さ

に

就
て

は

多
く

省
ら

れ

す
、

然
る

に

加
熱
率
の

差

異
は

乾
餾
結
果
に

著
し

き
影
響
を

與
ふ

る

も
の

に

し

て

殊
に

骸
炭
の

性
歌
に

大
な
る

影
響
を
及
ぼ

す

も
の

な
り

、

加
熱
率
の

骸
炭
性
駄
殊
に

膨
脹
度
並
に

氣
孔

組
織
に

及
ぼ

す

影
響
を
知
ら

ん

が

爲
め
強

、

弱

粘
結
炭
數
種
に

就
き
一

分
に

付
き
一

度
、

五

度
及
一

〇
度
の

加

熱
牽
の

下

に

試
驗
し
た

る

結
果
を

述
べ

て

識
者
の

高
敢
を

仰
が

ん

と

す

　

　
　
　
　一

、

加

熱
率
と

膨
脹

度
と
の

關

係

　
石
炭
膨
脹
度
の

試
驗
は

レ

ッ

シ

ン

グ

乾
餾
裝
置
に

依
り

試

料
約
一

瓦

を
用
ゐ

て

行
へ

り
，

加

熱
方
法
は

時
聞
の

關
係
上

、

爐
温
を

豫
め
三

〇
〇
度
に

保
ち

、

試
料
を
入
れ

た

る

容
器
を

爐
に

挿
入
し

爐
温

の

囘
復
を

待
ち
て

所
定
の

温
度
上
昇
割

合
に

調

節
し

つ

」

加
熱
せ

り
、

試
料
は

三

〇
メ

ッ

シ
孟
に

碎
き
た
る

も
の

を

用
ゐ

容
器
内
の

室
氣
は

豫
め
窒
素
瓦
斯
を

以

て

充
分
置

換
せ

り
．

石
炭
膨
脹
度
は

乾
餾
に

よ

り
生

じ

た
る

骸
炭
の

高
さ

と
乾
餾
前
の

試
料
の

高
さ

と

の

比

を

以

て

表
は
せ

り
〔

其
結
果
の

中
，

九
〇
〇

度
迄
加
熱
せ

し

場
合
の

も
の

は

既
に

本
會
誌
に

發
表
せ

り

（

本
誌
昭
和
四

年

三

八
一

頁
）

〕 ．
一

般
に

石
炭
の

膨
脹

は

主
と
し

て

其
熔
融
歌
態
中
に

行
は

る

、

も
の

に

し
て

共
温
度
範
圍
は

炭
種
に

依
り

異
る

も
，

多
く
三

五

〇
1

五

五

〇
度
な

り
、

之

は
素
よ

り

加
勲
率
の

差
に

依
り

て

異
な
る

も
其
差

異
は

小
な
り

、

只
熔
融
程
度
に

大
な
る

差

異
を

生

す
る

が

故
に

膨
脹

度
を
測
定

せ

ん

に

は

九
〇
〇
度
迄
の

加
熱
を

必

要
と
せ

す
、

六

〇
〇
度
迄
に

て

充

分
の

結
果
を

得
ぺ

し
．

依
て

本
試
驗
に

於
て

は

三

〇
〇
度
よ

り
六

〇
〇
度
迄

，

前
記
各
加
熱
率
の

下
に

觀
測
し

た

る

が

共
結
果
は

第
一

表

及

第
一

圖
に

示

す

が

如
し

．

之
を

九
〇
〇
度
の

場
合
と

比
較
す
る

爲
め

九

〇
〇

度
の

結
果
を
も
併
記

せ

り
，

又
六

〇
〇
度
の

場
合
の

レ

ッ

シ

ン

グ

骸
炭
を

示

せ

ば

第
二

圖
の

如
し

　

　
　
　
第
七

囘
大
會
講

演
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第
七

囘
大

倉
講

演
録
（

其
二
）

　
乾
餾
温

度

加

　
熱

　
率

強

蠶

野
ー

廊

根

第
一

表

　
　

　
　

骸

炭
の

性
吠
に

及
ぼ
す

加
熱

率
の

影
馨
揖．
就
て

加
熱
率
と
膨
脹
度

　
　

　

　

　
　

　

　
　

六

〇

〇

度

新
村
唯
泊
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八

四
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固
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・

七
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大
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．
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彫

脹
　

度

　

之
を
見
る

に

石
炭
膨
脹
度
は

六

〇
〇
度
及
九
〇
〇
度
の

場
合
共
に

殆
ん

ど

相
等
し
、

此
事
實
は

石

炭
の

膨
脹
度
測

定
に

對
し

參
考
資
料
た

り

得
べ

し
、

即

ち

膨
脹
度
測
定
は

必

す
し

も
六

〇
〇
度
以
上

の

加
熱
を
必
要
と

せ

す
、

從
て

加

熱
温
度
低
く

操
作
時
闇
を

短

少

し

得
べ

し
、

次
に

膨
脹
度
比

較
の

爲
め
本
邦

粘
結
炭
數
種
に

就
き
三

〇
〇
度
よ

り
六

〇
〇
度
迄
一

分
に

付
五

度
の

加
熱
率
の

下
に

試
驗
せ

る

結
果
を

見
る

に

第
二

表
の

如
し
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第 二 圖 加 熱 率 と 石 炭 膨 脹 度
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第
七

囘
大
會
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演
録
（

其
二
）

　
　
骸

炭
の

性

欣

に
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ぼ
す
加

熱
率
の

影

響
に

就
て

　
　

新

村
唯
給

　 第 　 三 　 圖 （其
一

）
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第九十八．號

第 　 三 　 圖 （其 二 ）
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新
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第
二

表
　
各
種
粘
結
炭
の

膨
脹
度

炭

　
　

種

・

池

轟

鮪

壅

轟

砂
蜈

本
腮

｛

細

均

　

A

石

炭
の

高
さ

　

（

糎
）

　
一
・

＝
ハ

　
一
・
〇
八

丁
〇
一

一
・
一

〇

冖
・
〇

四

TO

五

　 　 の V

　 　 高 ツ

四 五 さ
シ B

o 　 ・　 （ ン

八
一 糎 グ

三 四
）

骸

　 　 　 炭

三
・

九
〇

四
・
一

七

＝一
●
山
ハ一
二

三
・
六

九

膨

脹
度

（

B一
A
）

四・
四

三

四
・
四

七

四
・
四

五

三
。
八

八

三
・

七

九

三
・
八
四

三
・
四

九

三
・

五

一

三
・
五

〇

炭
　
　

種墓
細

均

雎
友
大

轟

脯
戸

＋
五

｛

剛
均

　　　　石

＿ ＿　 炭

6 ⊥ 酷
A

二 　〇 　 　 さ

一
・
〇

四

一
・
〇
一

一
・
〇
一

一
・

〇

五

　 　 　 の レ

　　　 高 ツ

三 三 さ
シ B

．　　 ・　 （ ン

三 五 糎グ
ー 二

）

骸

　　　　 炭

三
。
一

九

三
・
一
五

二
・
四

五

一
7
六

〇

膨

脹
度

（

B

五
）

三
・

二

〇

三
・

二

五

三
・

二

三

三
・
〇
六

三
・
一

〇

三
・
〇
八

二
・
四

二

二
・
四

八

二
・
四

五

　
即
ち

炭
種
に

依
り

其
膨
脹
度
に

明
瞭
な
る

差
異
を
示
す
を
見
る

べ

く
石
炭
の
一

性
質
と
し

て

有
用
な
る

資
料
た

り

得
べ

し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
、

骸
炭
の

組
織
と

加

熱
牽
と
の

關
係

　
前
項
に

述
べ

し

如
く
加
熱
牽
の

差
臨

依
り
石

炭
の

膨
脹
度
に

大

差
あ

る

以
上

、

骸
炭
の

組
織
も
亦
當
然
異
る

べ

き
も

，

實
際
の

場

合
ぼ

其
組
織
に

及
ぼ

す

影
響
は

複
雜
に

し

て

加
熱
牽
の

み
の

影
響
を

明

確
に

知
る

は

困
難
な
る

を
以
て

之
を

後
日

に

讓
り
、

實
驗
室
試
驗
の

結
果
に

依
り
加

熱
率
と

骸
炭
組
織
と

の

關
係
を

窺
は

ん

が
爲
に

左
記
の

試
驗
を
行
へ

り

　

試
驗
骸
炭
は

石
炭
試
料

約
一

五
瓦
を
用

ゐ
之
を

鋼
製
容
器
に

入
れ
電
氣
爐
内
に

て

乾
餾
し

生

成
せ

り
、

帥
ち
試
料
を
入
れ

た

る

鋼
製
容
器

を

常
温
の

下
に

電
氣
マ

ッ

フ

ル

爐
内
に

入
れ
二

〇
〇
度
迄
急
熱
せ

し
後
二

〇
〇
度
よ

り
六
〇
〇
度
迄
夫
々

一

分
に

付
一

度
、

五

度
及
一

〇

度
の

加
熱
率
の

下
に

乾
餾
し

六

〇
〇

度
よ

り
九

〇
〇
度
迄
急
激
に

上
昇
せ

り
、

試
驗
中
温
度
は
石

炭
試
料
中

心
の

位
置
に

於
て

測
定
し

又
試
料
は

五

−
一

〇
メ
ッ

シ
ュ

に

碎
き

た

る

も
の

を
使
用
せ

り
、

尚
強

粘
結
炭
の

例
と

し

て

は

三

池
及
夕
張
炭
を

探
り
弱

粘
結
炭
の

例
と
し

て

姪

濱
、

撫
順
及
大
根
土

炭
を

探
れ

り
、

試
驗
骸
炭
の

組
織
は

骸
炭
を
石

膏

に
て

包
み
て

之
を
裁
斷
し

氣
孔
内
に

更
に

石
膏
を

充
填
し

カ

ー

ボ

ラ

ン

ダ
ム

粉
を

用
ゐ
て

研
磨
し

相

互
の

比

較
に

便
せ

り

　

第
三

圖

其
一

及

其
二

は

夫
々

強
粘
結
炭
及
弱
粘
結
炭
よ

り

得
た
る

試

驗
骸
炭
の

斷
面
に

し
て

何
れ

も

丁
五

倍
大
の

も
の

な
り

　
　
　
　
第
七

囘
大
會
講

演
録
〔

其
二
）

　
　
骸

炭
の

性
状
に

及
ぼ

す

加

熱
率
の

影
礬
に

就
て

　

　
新

村
唯
治

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　
一
一
八

九
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第
七

囘
大

會
講
演

録
（

其
二

）

　
　
骸

炭
の

性
状
に

及
ぼ

す

加

熱

率
の

影
響
に

就
て

　

　
新

村
唯
油

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
一
一

九

〇

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

第
三

圃
其
一

に

見
る

如
く
強
粘
結
炭
は

加

熱
率
一

度

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

の

場
合

、

氣
孔
一

般
に

小
に

し
て

略

憲
稼

の

大
さ

な
る

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

も
加
熱
牽
五

度
及
一

〇
度
の

順
序
に

順
ぴ

大
な

る

氣
孔

　
　

炭

　
　
訥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

生
成
著
し
く
全
體
と

し

て

大
小
不
規

則
な

り
、

殊
に

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
一

〇
度
の

場
合
に

此
現
象
顯…
著
な
り

　
　
係

圖

硼

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

度

　
叉

第
三

爨
二

の

弱
粘

簍
の

場
A
・

を
見
る

笳
熱

　
　
と

　
　
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
且

　
　
率
一

度
の

場
合
は

明
か

に

原

炭
の

粒
歌
を

認
め

得
ら
る

五

蝋

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
言

ζ
五

度
の

場
合
に

は

磑

韈
の

跡
を
示
し
一

〇
度
の

　
　
發

第

斯
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

場
合
に

至
り
て

始
め

て

粒
と

粒
と
の

密
着
乃
至
熔
融
の

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

現

象
を
示

せ

り

　
　
鰍

　
　
口

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

右
の

結
果
は

前
項
に

逑
べ

し

加
熱
率
と
石
炭
膨
脹

度

　
　
力

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

と
の

關
係
と

全
く
相
似
た

り

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

以
上
は

骸
炭
の

肉
眼
的

組
織
に

就
き

論
じ

た
る

も

骸

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　

瓦

斯

發

生
旦

里

ル

貌

炭
氣
孔
壁
に

は

尚
多
數
の

顯
微
鏡
的
微
孔
組
織
の

存
す

る

あ
り

，

今
參
考
の

爲
め

夕
張
及
三

池
炭
に

就
き

前
記
各
加
熱
率
の

下

に

作
れ

る

試
驗
骸
炭
の

顯
微

鏡
組
織
を
示
せ

ば

第
四
圖
の

如
し

、

倍
牽
は
一

〇
〇
倍
な
り

　
之
を
見
る

に

氣
孔
壁
に

生
成
せ

る

顯
微
鏡
的
微
細
孔
の

牀
態
は

各
加

熱
率
の

場
合
を

通
じ

大
差
な
き
が

如
し

　
　
　
　
　

　
　
　
　
三

、

加
熱
率
の

差
に

依
り

骸
炭
性

状
の

異
る

原

因
に

就
て

　
前
二

項

に

依
り

加
熱
牽
の

差
に

從
て

石

炭
膨
脹
度
及
粘
結
欣
態
を

異
に

し

叉

骸
炭
の

氣
孔

組
織
の

異
る

を
知
る

べ

し

　
今
此

現
象
の

原
因
を

酸
化
及
び

熱
分
解
の

二

點
よ

り
考
察
せ

ん

に

レ

世、
シ

ン

グ

試
驗
に

當
り

て

は

試
料
挿
入

の

容
器
内
の

室
氣
は

窒
素
瓦
斯
を
以
て

充
分

置
換
し

た
れ
ば

酸
化
の

影
響
は

考
ふ

る

の

必
要
な
か

る

ぺ

し
、

然
る

に

熱
分
解
に

就
て

は

之
に

拌
ふ

發
生
瓦
斯
の

影
響
及
炭
質
の

變
化
に

分
ち

考
ふ

る

を
便

と

す

26θ
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難
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慝ーゼ龍囁
彜畑

 寿
鞋

簍

籍齢ギ
轟

垂

「
凌ら篤
氈仲
蕁

急

　 　 第 　 　九 　 　圖

加 熱 率 と 石 炭 粘 結 歌 態

熱

三 ， 池 八 尺 層

夕浪 網 ノ）彊 鑾

徐 熱 第
七

囘
大
含
見

講

演
錬
〔

其
二
）

「

骸

炭
の

姓

状
に

及

ぼ

す
加
熱

蛮・
の

影
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に

就
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第・九十八

、

發
生

瓦
斯
の

影
響
に

就
て

考
察
ず

可

く
三

池

炭
に

つ

き
各
加
熱
率
の

場
合
の

瓦
漸
發
生
歌
況
を

見
る

に
、

加
熱
率
と

瓦
斯
發
生
歌
況
と

の

關
係
は

第
五

圖

に

示

せ

る

が

如
く
に

し

て

之
を

六

〇
〇
度
迄
の

瓦

斯
發
生
量
を
探
り

其
一

分
圏
當
り

平
均

發
生
量
を
比
較
す
る

に

第
三

表
の

如
し

　

　
　
　
　
　
　

第
三

表
　
三

池

炭
一

分
當
り

準
均
瓦

斯
發
生

量

　
　
　

加
熱

率
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一

分
に

付
一

度

　

　

　

　

　

　

　

　

　

同
上

五

度

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

同
上
一

〇

度

　
　
　

瓦
斯

發
生

量
（

一

瓦

當
り

竓
）

　

　

　

O
。

二

九

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
〇・
六

四

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

〇
．
九

九

　
之
を

見
る

に

加

熱
率
の

早
き

程
瓦
斯
發
生
速
度
亦
大
な
り

、

之
れ
加
勲
率
の

差
に

依
り

膨
脹
度
異
り
叉

肉

眼
的
氣
孔
組
織
の

相
違
せ

る
一

因
な

る

も
發
生

瓦
斯
の

み
の

影
響
に

非
ざ
る

こ

と

は

姪
濱
炭
の

如
き

弱

粘
結
炭
に

就
て

膨
脹
の

覡

象
な
く

し

て

然
か

も

粘
結
歌
態
」

差
異
を

示
せ

る

事
實
一
依
り

明
か

な

り
．

帥
ち

瓦

斯
發
生
以

外
に

倫
原
因
を

求
め
ざ

る

ぺ

か

ら

ず．

更
に

炭
質
の

變
化
に

就
て

考
ふ

る

に
一

九
二

四

年
フ
ォ

ッ

ク

ス

ウ
ェ

ル

が

英
國
南
ヨ

ー

ク

シ
ャ

ー

炭
を
一

分
に

付
一

、

二
・

三
、

四

及
五

度
の

加
熱
率
の

下
に

乾
餾
し

て

石
炭
の

軟
化
欺
態
を

測
定
し

其
差

異
を

軟
化
曲
線
に

依
り

表
は

せ

る

も

の

を
見
る

に

第

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

六
圖
の

如
し

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
副

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

此
の

結
果
に

依
れ

ば

石
炭
は

加
熱
率
の

差
に

依
り

其
熔
融
程
度
に

大
な
る

差
異
あ

る

こ

と

明
か

な
り
．

之
れ

加

　
　
　
　

　

　
　
　
・

熱
率
の

差
に

應
じ

炭
質
に

夫
々

の

變
化
あ

る

を
示
す

も
の

に

し

て

加
熱
率
の

影
響
考
察
に

當
り
重
要
な
る

因
子
な

　
　
　
　

　

　
　
　
　

る
べ

し

　 第 六 勵

加熱率 と軟化曲線

5

度

〃

温

砌

　
　
器

夏
斯
通
適・
蔚
λ

ル

抵
統
（
ボ

柱

粍）

第
七

囘
大

倉
講
演
録
（

其
二
）

　

加
熱
率
の

差
に

依
り

炭
質
變
化
の

異
る

問
題
は
畢
竟
す

る

に

石
炭
の

低
温
度
に

於
け
る

加

熱
變
化
に

歸
す
る

問

題
に

し

て

加
熱
率
低

き
場
合
は

低
温
度
に

於
け
る

炭
質
變
化
の

進
行
程
度
の

大
な
る

も
の

あ
る

ぺ

し

　

石
炭
の

低
温
乾
餾
に

關
す
る

研

究
は

既
に
一

九
一

四
年
バ

！

ジ
呂

ス

及
ウ
ィ

ー

ラ

ー

（

S9

§・

蜜
己

一

〇一
♪

一

。。

悼
）

に

依
り

て

詳

細
」

行
は

れ

當
時

英
國
炭
乞

眞
筌
下
に

乾
餾
し

瓦

斯
の

著
し

き

發
生
が

三

五

〇
度
に

て

行
は

る

S
以

前
に

既
に

三
一

〇
度
に

て

水

以

外
の

油
歌
物
質
の

發
生
せ

る

を
觀
察
せ

り
．

最
近
キ

ン

グ

及
ウ

ィ

ル

グ
レ

ス

（

黥
乳

黯

彝

馳
ト

疑
潮

 

§嫡
翼
9
μ

炉

昌
 
博

ご

は

常
壓
下

に

窒
素
瓦
斯
を

通
じ
っ

」

加
熱
し

油
欺
物
質

の

最
初
に

現
は

る

曳

温
度
を

測
定
せ

し

に

粘
結
炭

（

竃
ぎ
ぎ
ご

竃
巴
ロ

炭
）

は一

＝

五

度
、

非
粘
結
炭
（

固

蕣
撃

ぎ
類
昌

7
宀

曽

ぎ

炭
）

は
二

四

〇
度
に

し
て

極
低
混
度
に

あ

り
て

既
に

油
牀
物
質
の

發
生

せ

る

を
見
た
り

．

徇
一

九
「一

骸山
戻
の

性

状
に

及
ぼ

す
加
熱
蜜・
の

影
響
に

就
て

　

　

新

村
唯
治
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一

九
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第

七

蹴
大

會
講

演
録
（

其
二
）

　

骸

炭
の

性
胱
に

及

ぼ
す

加
熱

率
の

影

響
に

就
て

　
　
新

村
唯
粭

　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　
　一
一
九
四

八

年
モ

ッ

ト

及
新
村
（

丶
ミ

匙噂
一

 
ゆ

◎0》

劇
刈

トり
ー
直
00
勃”

本^
曾
壁
幽

昭

和
四

年
一

八
六

百ハ
）

壮

石
淡
の

熔
融
直
前
時
に

於
け
ス

試
料
勘

採
葡

粒
面
を

溶
劑
に

て

洗
滌
せ

し

に

石
炭
粒
面
に

油
分
の

多
量
に

存
在
せ

る

を
認
め

た

り

　
一

九

三

〇
年
ホ

ル

ロ

イ

ド

及
ウ
ィ

ー

ラ

i
（

、
曽

罫
HO

。。
O》
◎。
窃
）

は
右
二

者
と

同
一

の

石
山

灰

に

就
き

低
温
度
に

於
け
る

加
熱
燮
花
准

研
究
し

石
炭
中
の

炭
化

水
素
類
は

其
ま

」

蒸
溜
す
る

も
樹
贈
質
成

分
は
一

部
熱
分
解
し
一

部
は

石

炭
粒
面
に

熔
離
ず
と
報
告
せ

り

　
之
等
の

實
驗
及
報
告
等
に

據
り

石
炭
は

低
温
度
に

於
て

既
に

タ

ー

ル

の

一

部
を

粒
面
二

熔
離
せ

る

こ

と
想
像
に

難
か

ら

す
、

加
熱
牽
低
き
場
合
ぱ

此
現

象

は

特
に

顯
著
な
る

べ

く

從
つ

て

加
熱
率
高
き

場
合
に

比
し

膨
脹
乃
至

粘
結
性
を
減
じ

叉
骸
炭
0

氣
孔

組
織
に

於
て

大
さ

略
均
一

な

る
所

以
な

る
べ

し

　
前
述
の

如
く

果
し
て

加
熱
卒
小
な
る

場
合
に

タ

ー

ル

の

一

部
が

熔
離
せ

り
と

せ

ば

當
然
乾
餾
結
果
に

於
て

も
加

熱
牽
の

差
に

依
り

相
違
を

來
す
べ

き

に

し

て

殊
に

ホ

ル

ロ

イ

ド

及
ウ
ィ

ー

ラ

ー

の

實
驗
に

依
れ

ば

熔
離
せ

し
タ
ー

ル

分
は

再
蒸
溜
せ

す
へ

さ
魯
．

一

Φ
oQO
℃
o。

群
）

と
の

こ

と

な
れ
ば
タ

渚

ル

收
得
率
は
加
熱

率
小
な
る

時
他
の

場
合
に

比
し

小
な
る

べ

き

な
り

　
此
見
地

よ

り

著
者
は

レ

。

シ

ン

グ

裝
置
」

依
り

數
種
の

石

炭
に

つ

き

異

れ
る

加
熱
率
の

下

に

タ

ー

ル

牧
得
奉
を

求
め

た
る

に

其
結
果
第
四

表
及

第
七

圖
の

如
し

乾
餾

撮
度

結粘弱 　結 粘IM
− 　 　 −

大 撫 姪 ・
夕 高、三 加

根 　 　 　 　 　熱

土 順 濱 張 島 池 傘

第
四
表

加
熱
率
と

汐

ー

ル

牧

得
量
（

百
分
率
）

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
九

〇
〔、
度

一

分
に

付
一

度

　一
六
・
四

二

　一
　

二
9

亠
ハ

ニ

　一
七
・
三

六

　

九・一
＝

　

五・
四

九

　

五
・
四
五

同
上

五

度

二

〇
・

三

九

一
四
・

h
四

一
九
・

五

七

一
五
・
六

九

九・
九
六

＝
・
五

八

同
上
冖

0
度

（

一
八・
七
一
）

　
一
九
・

ニ

ニ

　
ニ

三
・

五

七

　
一

五
・
六

五

　
一
二 Fσ
四
三

　
一
〇・
六

二

亀
へ

00

度

同
上
一

度

一
八
・

八

二

＝
了

OO

一

八・
五

五

一
一
・
八

三

　
七・
七

六

　
六
・

五

四

同
上

五

度

二

四
・
七

三

一

學
00

．
二

〇
・
ニ

ニ

ニ
・
七

七

一
〇
・
六

〇

一
6
コ

0．
三

同
上
一
〇

度

二

八
・
六

七

二

〇
・
九
七

一
＝
・
〇
七

一

四・
〇
六

　一
〇
。

三

〇

　｝

○・
九

二

　
帥
ち
加
熱
率
小

な

る

場
合
は

タ

ー

ル

牧
得
牽
小
な

り
凸

殊
に

ク

」
ル

の

熱
分
解
少
き

六

〇
〇
度
の

場
合
ド

於
て

顯
著
な

り

　
著
者
ば

更
」

油
分
熔
離
の

事
實
を

確
め

ん

爲
め

石
炭
試
料
の

熔
融
開
始
温
度
附
近
に

於
て

温
度
を
一

定
に

保
ち

共
の

時

聞
を

増
減
し
て

各
場
合
に

試
料
粒

面
の

タ

ー

ル

分
を
分
離
し
其
量
を
比

較
せ

り
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　第　　 七　　圓

加 熱 斈 と タ
ール 牧 得量

　 　 　 　 　 　 　 　 一 gooe
　 　 　 　 　 　 　 　

・−L −− 60D度

％

　　　　　　　 ’　　　　　　　〆
　 　 　 　 　 ，’
　 　 　 　 ，’
　 ，’ 宝 池
！〆

　 　 　 　 　 　 　 　 ！

　 　 　 　 　 　 　 ！　　　　　　　ノ　　　　　　！
　 　 　 　 　 ！

　 　 　 　 ！
　 　 　 　 ！

　 　 　 ！

　 ∠
　 　 　 　 ，’　

”
〆 　　　，一ρ，ρ

　 　二池

　　タ張

　　 ノ 塾
っ

二
一一’

　　　 ！　一 一一
　 　 　 ／

高争／
∠

　 　 　 　 姪 ；

　　高　 　 　 　，，一
　 　 一一’
，　’　

ノ
ー一一 一一一r −一
　　　　　　 輝・》　　　　　　　　　’

ノ　　　　　　　　　’
　　　　噂 ／

！

　 　 　 ，　
’

，　”

　
　　＿＝＝一 囓」｛一一一　

　 キ魑
一
ぢ ”　　！　　　　　　　　　　’

鬱 惹 酔
’

『L

1驢 　　　　　　
5厚毎　　　　　

『°

30

25

20

　
　
　

15

　
　
　

10

タ
ー

ル

収

得圏
璽（
％）

5

0

　
　

試
料
は
三

池
八
尺
炭
を
用
ゐ

乾
餾
は
レ

ッ

シ

ン

グ

裝
置
に

依
れ

ウ
、

　

試
料
は

三

〇
メ
ッ

シ
晶

に

碎
き

約
二

瓦

を

と

り
、

容
器
内
の

室
氣
を
充
分

　

窒
素
瓦
斯
に

て

置
換

せ

り

　
　

熔
融
開
始
温
度
は

豫
備
試
瞼
に

依
り

て

三

二

五
ー
三

五
〇
度
な

る

　

を
知
れ

る

を

以
て

先
づ

三
二

五

度
を
一

定
温
度
と

定
め

試
料
温
度
二

　

〇
〇
度
よ

り

出
立

し

て

一

分
に

付
一

〇
度

の

加

熱
率
の

下

に

三

二

五

醂

霆
上
昇
せ

し

め

左
記
の

蕗
を

行
へ

り

　
　
　
（

一
）

温
度
三
一
一
五

度
に

逹
す

る

や
直
ち
に

爐
外
に

取
出
す

　
　
　
（

二
）

温
度
三

二

五

度
に

逹
し

て

よ

り
五
分
間
保
ち
て

取
出
す

　
　

（

三
）

〃

　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　一

〇
分
間

〃

　
　
　
　

“

　
　
　
（

四
）

〃

　
　
　

〃

　
　
　
　
　
一

五

分
間
〃

　
　
　

〃

　
　

（

五
）

〃

　
　
　

〃

　
　
　
　
　

二

〇
分
間
〃

　
　
　

〃

然
し

て

各
場
合
に

左
記
三

種
の

タ

ー

ル

量
を

測
定
し

た

り

　
　
　
　
（

A
）

　
最
初
に

蒸
溜
し

來
れ

る

タ

ー

ル

量

　
　
　
　
（

B
）

　
試
料
粒
面
に

熔
離
せ

し

タ

ー

ル

量

　
　
　
　
（

C
）

　
右
タ

ー

ル

を

除
去
せ

る

後
試
料
が

五

〇
〇
度
に

逹
す

る

迄
の

タ

ー

ル

發
生
量

　
但
し
（

A
）

は

三

二

五
度
に

逹
す
る

迄
乃
至
同
温
度
に

數
分
間
保
ち
た

る

場
合
乾
餾
容
器
の

内
壁
及
冷
縮
裝
置
に

凝
縮
せ

る

タ

ー

ル

に

し

て

凡
て

試
驗
前
後

に

於
け
る

裝
置
の

重
量
差
に

依
り
間
接
に

求
め

た
り

　
（

B
）

は
試
料
を
三

二

五

度
に

て

處
理

せ

る

後
容
器
よ

り

取
出
し

ソ
．、

ク

ス

レ

ー

抽
出
裝
置
に

移
し

エ

ー

テ

ル

を

用

ゐ

て

抽
出
し

．

得
ら

れ

た

る

油
分
な
り

，

抽
出
は
約
四

〇
1
五

〇
時
闇
に

し

て

完
了
せ

り

　
（

C
）

は
（

B
）

の

エ

ー

テ

ル

抽
出
後
同

試
料
を
再
び

レ
ッ

シ

ン

グ

装
置
に

て

急
熱
の

下

に

五

〇

〇

度
に

て

乾
餾
し

常
法
に

依
り

生
成
せ

る

全
タ

ー

ル

量

を
求

　
　
　
　
第
七

囘
大

會
講

演

録
〔

其．…
）

　
　
骸

炭
り

性
状
に

及

ぼ
す

加

熱
率
の

影
響
に

就
て

　

　
新
村

唯
治

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
一
一

九
五
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Institute of Energy

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　工nstitute 　of 　Energy

一 十 年 五 和 昭

第
七

囘

大

曾
講

演
録
（

其
蔀
）

　
　
骸

炭
の

性
状
に

及
ぼ
す

加

熱

傘
の

影

響
に

就

て

　

　
新
村

唯
治

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　一
一

九
六

め

原
炭
に

對
す
る

割
合
を

採
れ

り

　

右
試
驗
の

結
果
を
總
括
す
れ

ば

第
五

表
及
第
八

圃
の

如
し

　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　
ロ

　

　
　

　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2

一
T（］TAL 　TAR

ZJ「

第 八 圃

三 池八 尺層 325 度

20

ノ8．64

．一广

1 1
〔c｝ 烈 尺 册 伽 舵 3〆D涯
　　　　　　　　　　　　　　　　一．一一一

　　　（A 》や｛砲　　　　一一　　　一，一
　　　！

「
！

’

　　　　　’　　　　’
！

’
　 ・冶・ 乙加 筋 ρ　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　〜「 トコ

瑚
・
　 ］　」、

　　　　　
〜 r一r⇒

‘A）0／5 刀乙LED 融 尺 ヨ

／
ノ4．5415

タ
「

ル
　 　 10
収

得
「

曇
％　5

13．Xi

15　　　　　　　　10

保 特 畤 間 〔分）

50

价

五

表
　
タ

U
ル

牧
得
量
（

原

炭
に

對
す
乃

百

分
率
）

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　

　

　

三

池
八

尺
暦

三

二

流

度
に

保
て

ろ

時
間

　

　

　

　

　

　

　

　

O

分

〔

A
）

蒸
溜
ぜ

し
〃

ー

ル

量

　
　

　
　

　
　

　
二。
OO

（

B
）

熔
離
ぜ

し
タ

ー

ル

量

　

　

　

　

　

　
　

畢

奎

（

C
）

抽
出

殘
渣

の

五

〇

〇

度
乾

餾
タ

ー

ル

量
　
　一
〇・
究

（

A
）

と
（

鱈
）

と
の

和

　

　

　

　

　

　

　
七・
蠢

全
タ

ー

ル

量
（

A
）

，

（

B
 

．
（

G
）

の

和

　

　

　

　
一
八・
六

四

參

　
考

　
原
炭
な
エ

ー

テ

ル

に

て

抽
出
ぜ

る

場
合
の

タ

ー

ル

量

　
右

抽
出
後
五

〇

〇

度
乾
餾
タ

！

ル

量

　
　
計

　
原山
灰

を
五

〇

〇
度
に

乾
匍
胴

ぜ

る

皿
初

合
の

タ

ー

ル

量

皿

分

二・
昌

九

六

三
旧

δ・
三

八・
瓧
三

一
（・
歪

一
〇

分

二・
蜑

七・
蠢

九

人
且

δ
∴
九

一一
〇

6
二

　一
・
一
八

％

一
＝一
・
三
亠
ハ

〃

→

四
・
五

四
〃

一
：一

∵
一
一
〃

葦
分

一一・
七

六

七・
四

二

 
八

二

6
∴
八

一
δ

60

二

Q

分・

一
7

蠢

六・
堯

一
〇・
玉

八

 
二

四

嘉

人
二

　

此
結
果
を

見
る

に
（

B
）

の

試
料
粒
面
よ

り
エ

ー

テ

ル

に

依
り

抽
出

さ

れ

し

タ

ー

ル

量
は

三

二

五

度
に

保

ち

た
る

時
欄

の

長
さ

に

從
て

壇
加
し

來
リ
ニ
○

分
目
に

至
り
て

稍
減
少

せ

り　

更
に
（

A
）

及
（

呂
）

の

和

を
求
む

れ

ば゚

五

分
，

一

〇
分
と

増
大
し
來
り
一

〇
分
目

よ
り

略
→

定
と
な

り
二

〇

分
”
に

至
り

て

減
少

す

　

之
に

相
應
じ
て
（

C
）

の

タ

ー

ル

量
は

時
間
と

共
に

減
少
を

來
せ

り。

結
局
全
タ

ー

ル

牧

得

量
は

五

分
と
一

〇
分
と

の

聞
を
境
と

し

て

殆
ん

ど

相
等
し

　
（

B
）

の

タ

ー

ル

は

果
し

て

粒
面
に

熔
離
せ

し

も
の

な
る

や

或
は

他
の

原
因

に

依
れ

る

も
の

な
る

や

は
徇
攻

究
を
要
す

る

も

此

爲
に

既
に

石
炭
實
體
の

性
質

に

變
化
を

來
せ

る

は
明
か

に

し

て

本
結
果
に

見
る

如
く
三

二

五

度
に

保
持
せ

し

時
間
僅
に

五

分
間
に

し

て
（

A
）

及
（

B
）

の

タ

ー

ル

量
は

共
に

○
分
の

場
合
に
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九 第鋭 八 十

比

し

著
し

き

差

異
あ

る

事
實
に

依
り
加
熱
率
の

差
に

よ

り

既
に

炭
質
に

變
化
を

來
せ

る

こ

と

を

證
し

得
べ

く
加
熱
率
低
き

場
合
は
（

A
）

及
（

B
）

の

ク

ー

ル

多

量
に

し

て

爲
め

に

膨
脹

性
及

粘
結
性
の

低

下

を
來
せ

る

も
の

と

云

ひ

得
べ

し
、

叉

加

熱
率
低
き

場
合
に

タ

ー

ル

收
得
量
少

な
る

事
實
も

（

B
）

の

タ

ー

ル

多
耄

に

し

て

之
ば

粒
面
に

存
し

再
蒸
溜
せ

す
し

て

寧
ろ

分
解
を

受
く
る

に

因
る

も
の

と

云

ひ

得
べ

し
、

此
の

事
實
は
（

B
）

の

量
が
二

〇
分
日
に

て

稍
減
少
せ

る

結

某
に

依
り

て

も

證
し

得

　
徇
參
考
と
し

て

試
料
を

原
炭
の

ま
N

エ

ー

テ

ル

に

て

抽
出
せ

し

に

タ

ー

ル

量
僅
に

丁
一

八

％
に

過
ぎ

す
．

故
に
（

B
）

の

タ

ー

ル

量
は

明
か

に

加
熱
變
化

に

起
因
せ

る

タ

ー

ル

と

云

ひ

得
べ

し

　
徇，

全
ク

ー

ル

量
を

見
る

に

源
炭
の

ま
玉

五

〇
〇
度
に

乾
餾
せ

し

場
介
は

僅
に

＝
二

・

一
一

％
に

過
ぎ
ざ

り
し

も
の

エ

ー

テ

ル

に

て

處
理

せ

る

場
合
は

合

計
二

四
・
五

四

％
に

増

加…
し

更
に

數
階…
梯
に

分
ち

て

虍
鼬

理

せ

る

場
合
は
一

八
−

二

〇

％
を

示

せ

り

　
故
に

其
の

處
理

方
法
の

差

異
に

よ

る

變
化
あ

る

は

勿
論
な
b
と

す

　
　
　
　
　

　
　
　
　
四

、

實
際
作
業
へ

の

應
用
に

就
て

　
以

上
の

所
説
に

し

て

正

し

く
ば

骸
炭
製
迭
に

當
り

急

熱
の

場

合
は

徐
勲
の

場
合
に

比
し

粘
結
欺
態
良
妊
な
る

筈
に

し

て

殊
に

弱

粘
結
の

場

合
は
一

暦
顯
著

に

認
め

ら

る

丶

筈
な
動

　

今
二
．

三

の

試
料
を
採
り
小
規
模
骸
炭
爐
を
用
ゐ

試
料
約
五

〇
〇
瓦
を

採
り

急

熱
及
徐
熱
の

二

種
の

加
熱
率
の

下

に

骸
炭
製
造
試

驗
を

行
ひ

急
熱
は

豫
め

爐
温

を

一
、

○
○
○
度
に

保
ち

お

き

て

試
料
を
挿
入
せ

る

も
の

、

徐
熱
は

先
づ

試
料
を

爐
内
に

入

れ

後
二

〇
〇
度
よ

り
一

分
に

付
五

度
の

加
熱
率
に

て

乾
餾
し

八

〇
〇
度
よ

り
一

、

○
○
○
度
迄
急
激
に

加
熱
せ

し

も
の

に

就
て

比
較
す
る

に
、

急
熱
の

揚
合

骸

炭
は

粘
結
歌
態
頗
る

良
妊
な

る

に

樹
し

徐
熱
の

場
合
は

著
し

く
悪
し

、

此
の

場
合
に

於
け

る

試
驗
骸
炭
の

敢
態
を

示

せ

ぱ
第
九
鬪
の

如
く、

其
堅

牢
性
を

比
較
せ

ば

第
六

表
の

如
し

第
六

表
　

加
鍬酬
卒
と乢
骸
山

次

の

堅
牢
性

炭

　
　
　

種

夕
張

本

暦
八

尺

三

池
八

尺

姪

濱
六

尺

第
七

囘

大

曾
講

演
鋲
（

其
二

）

　
　
　
　
　

　
急

　
熱

　
　
　
　
　

　
五

七・
〇

　
　
　
　
　

　
三

九・
五

　
　
　
　
　

　

二
二

・
○

骸

炭
の

性
状
に

及

ぼ
ゴ

加

熱

傘
の

影
響
に

就
て

徐
　
熱

五

〇
三

〇

三

八
・
〇

　
五
・
O

新
村
唯

治

＝
九

七

N 工工
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第
七

囘
大

會
講

演

録
（

其．一
）

　

　
骸

殿
の

性
状
に

及
ぼ
丁

加

熱

率
の

影
響
に

就

て

　

　
新
村
唯
治

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
　一
一
九

八

　
堅
牢
性
は

骸
炭
試
料
二

〇

1
三

〇
粍
の

塊
約
一

〇
〇
瓦

を
綵
り

鐵
製
試
驗
臺
上
に
一

列
に

並
べ

一

〇
瓩

の

鐵

製
重

錘
を
一

米
の

高
さ

よ

り
一

囘
墜

落
し

以

て

骸
炭
試
料
を

搗
碎
し

，

後．

二

分
の

一

吋

角
篩
に

て

篩
別
し

篩
上
量
の

原
量
に

對
す
る

百

分
率
を

以

て

表
は

せ

り

　
鞍
山
製
鐵
所
に

於
て

粘
結
性
溺
き

撫

順

炭
を

主
原
料
と
し
て

よ

く

製
鐵
用

骸
炭
を

製
造
せ

る

は
加
熱
温
度
を

高
め

從
つ

て

石

炭
の

加
熱
率
を

大
な
ら

し

め

た
る

こ

と
一

因
に

し

て

近
般
來
發
逹
せ

し

狹
室
幅
式
骸
炭
爐
の

如
き
も
從
來
の

廣
室
幅
式
に

比

し

加
熱
率
速
き

こ

と
明
に

し
て

加
熱
率
の

差
は

兩
者

間
に

具

骸
炭
性
歌
に

差

異
を
來
す
一

因
と

な
る

も

の

な
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
總

　
　
　

括

　
一
，

骸
炭
の

生
成
に

當
り

石
炭
の

加
熱
牽
は

重
要
な

る

因
子
に

し

て

殊
に

骸
炭
の

性
撒
に

及

ぼ
す

影
響
大
な

り

　
二

、

一

般
に

加
熱
牽
速
き

程
石

炭
の

膨
脹
性
及
粘
結
性
良
好
な

り
，

然
し

て

加
熱
率
邏
き

程
骸
炭
は

其
氣
孔

組
織
均
一

な

り

　
三

，

加
熱
率
の

差
に

依
り

骸
炭

性
欺
に

差
異
あ
る

原
因
を

考

察
し
併
せ

ご

石

炭
の

骸
炭
化

機
構
に

淪
及

せ

り

　
四

、

加
熱
率
の

影
響
に

就
き
得
た

る

試

驗
結
果
を
實
際
作
業
と
相
比

較
し

て

考
察
せ

り

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

本
研

究
に

終
始
懇
篤
な
る

御
指
導
を

賜
は

り
し
大
島
所
長
に

深
謝
の

意
を

表

し
、

に

感
謝
す

本
實
驗
に

助

力
を
致
さ

れ

た
る

野
村

秀
雄

．

而
川
正
一

、

渡
部
俊
美
諧
氏

　
　
　
（

絡
）
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